
令和６年９月補正予算の概要
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【令和６年郡山市議会９月定例会提出議案概要】

郡 山 市
令和６(2024)年８月28日(水)

【 猪苗代湖を世界へ ～ラムサール条約登録を目指して～ 】

（鬼沼から一望できる
猪苗代湖と磐梯山）

ＣＯＮＴＥＮＴＳ

１ 令和６年９月定例会提出議案の概要

（1）提出議案の概要

（2）補正予算案

（3）補正予算の考え方

（4）主な補正項目等

（5）主な取組事業概要

２ 補正予算案の詳細

（1）会計別補正予算

（2）性質別補正予算

３ 提出議案一覧

※本書に掲載している写真、イメージ図等データについては提供可能です。
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（１）提出議案の概要

○ 予算議案 17件

（一般会計、国民健康保険特別会計 ほか）

○ 条例議案 ５件

（郡山市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部
を改正する条例 ほか）

〇 その他議案 ６件
（工事請負契約について ほか）

１ 令和６年９月定例会提出議案の概要
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一般会計 75億9,903万2千円

累 計 1,491億3,119万1千円

特別会計 12億6,704万1千円

累 計 1,060億4,520万5千円

合 計 88億6,607万3千円

累 計 2,551億7,639万6千円

（２）補正予算案
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（３）補正予算の考え方

９月補正予算は、当初予算の編成方針やバックキャスティング思考を継承しつつ、市民の
ウェルビーイングを実現するため、人への投資や未来へ向けた環境整備として、時宜を捉え
今必要な予算を計上しました。

「新時代100年創造都市実現型」課題発見・解決先進都市の創生

９月補正予算
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① 「子どもが安心して生まれ育
つことができるまち」の実現
に向けた地域全体（家庭・学
校・社会）での支援

② 全世代・全員活躍による自治
力の強化と地域経済の持続的
発展

③ 将来を見据えた公有資産のフル
活用

④ サーキュラーエコノミー(循環
経済)の実現に向けた施策推進

⑤ 気候変動に対応した危機管理
対策の強化

令和６年度当初予算

市民のウェルビーイング実現

６月補正予算

市制施行100周年記念
事業

ベビーファーストの
推進

新たな行政課題や需要
への対応

人への投資 未来へ向けた環境整備

（４）主な補正項目等

〇郡山公会堂 100年前の電燈を復元 【P11】 （719万円）

〇誰もが投票しやすい環境づくり 【P12】 （13万円）

〇猪苗代湖をラムサール条約登録へ 【P13】 （128万円）

〇「あさか舞」を沖縄へ 【P14】 （214万円）

〇中学校給食センターをＰＦＩ手法により新設 【P15】 （6,941万円）

〇安全で円滑な道路環境の整備・改善 【P16】 （2億8,750万円）
【郡山産米 あさか舞】

【公会堂建設時の電燈】

〇児童手当の抜本的拡充 【P７】 （8億9,735万円）

〇放課後児童クラブの増設 【P８】 （2,075万円）

〇県内企業に就職する東京圏の学生を支援 【P９】 （83万円）

〇2024年度新型コロナワクチン定期予防接種を実施 【P10】 (4億5,149万円）
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未来へ向けた環境整備

人への投資

【ワクチン接種の様子】



R6年
8月 9月 10月 11月 12月

R7年
1月 2月 3月

児童手当の抜本的拡充

7（子育て給付課）

令和５年12月に閣議決定された「こども未来戦略」で掲げる「こども・子育て支援
加速化プラン」に基づき、次代を担う全てのこどもの育ちを支える基礎的な経済支援
として、児童手当が抜本的に拡充されます。

給付スケジュール

新規申請：高校生年代のみ世帯、所得超過世帯

10/10
支給日

（現制度）

受
付
終
了

受
付
開
始

12/10
支給日

（新制度）

額改定：大学生年代を合わせると子３人以上

２/10
支給日
（新制度）

制
度
改
正
の
お
知
ら
せ

年齢区分 現制度（～R6年9月分） 新制度（R6年10月分～）

３歳未満
（０～２才） 15,000円 15,000円

第３子以降

30,000円

３歳～小学生
10,000円

（第３子以降15,000円）

10,000円中学生
(15歳年度末まで) 10,000円

高校生年代
(18歳年度末まで)

子のカウントのみ
（支給なし）

22歳年度末まで —
子のカウントのみ
（支給なし）

児童手当額

※申請猶予期間内（R7.3.31まで）に申請すれば、R6年10月分までさ
かのぼって支給します。

人への投資

拡

～児童手当費・児童手当支給事務費～

8億9,735万円

財源区分：補助 国4/9・県1/9等

内容

① 支給期間を高校生年代まで延長
② 所得制限を廃止
③ 第３子以降は一律１人当たり３万円に増額
④ 支払月を隔月（偶数月）の年６回に

申請が必要な方

① 高校生年代の児童のみ養育している方
② 所得超過のため、現在児童手当を受給していない方
③ 22歳に達した年度末までの子を含めると子の数が
３人以上となる方

９/２ ３/31

放課後児童クラブの増設 2,075万円

財源区分：補助 国・県1/3

（こども総務企画課）

就労等により日中保護者が家庭にいない児童に放課後の適切な遊びや生活の場を提供する
ため、放課後児童クラブを増設します。

～放課後児童クラブ維持管理費・放課後児童クラブ施設整備費～

クラブ名 教室名 整備予定場所 定員

明健小児童クラブ 第３教室
郡山市八山田
四丁目地内

40名

行健第二小児童クラブ 第４教室 20名

２クラブに２教室増設 60名の
定員増

スケジュール

※ 令和６年度から指定管理者による管理運営
新設施設についても既存施設の指定管理者を対象に選定審査

Ｒ6.9 Ｒ6.10 Ｒ6.11～ Ｒ7.4

内装設備・衛生設備等1,153万円、消耗品・備品678万円 等

９月補正
指定議案
条例改正

契約等
民間物件借上げ
設備設置、改修等

供用
開始

補正予算
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拡
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行健第二小学校

明健小学校

整備予定場所

民間物件借上げ
▶ 同建物内に２教室整備
▶ 面積：132.49㎡
▶ 各学校から約700ｍ

行健第二小児童クラブ
第１教室

行健第二小児童クラブ
第３教室

行健第二小児童クラブ
第２教室 明健小児童クラブ

第１教室、第２教室

（人）（か所）

（年度）

人への投資
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県内企業に就職する東京圏の学生を支援

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

県内の企業に就職する東京圏内のキャンパスに在学する学生（卒業年度の学部生）に対
し、就職活動に要した費用を国・県の補助に市独自の上乗せを加えて支援します。

83万円

財源区分：補助 国1/2・県1/4

（政策開発課）

新

東京圏(※)に在住し、都内に本部がある大学で東

京圏のキャンパスに通学する卒業年度の学生

※東京圏…東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県

就職活動（選考面接）

内定

就職活動費助成【R６新規】 引越し費用助成【R7拡充予定】

人への投資

～移住・定住促進事業～

2024年 2025年

対象者

福島県内に所在する企業に就職することが内定

し、郡山市に住民票を異動する意思があること

（卒業年度の10月1日以降の内定に限る）

要 件

内定企業への就職活動に要した費用（交通費、宿泊費等）

上限16,000円 ①8,000円（国1/2・県1/4・市1/4）

②8,000円（市独自の上乗せ）

助成額

本事業の支援を受けた学生に対し、移住する際に要する引越

し費用を支援する制度が令和７（2025）年度から拡充予定

（要件の詳細は未定）

今後の事業拡充

令和６（2024）年度に就職活動を行う場合のスケジュール

新型コロナウイルス感染症の重症化予防を目的に、予防接種法に基づく定期接種として、
65歳以上の高齢者等を対象にした新型コロナウイルスワクチン接種を実施します。

2024年度新型コロナウイルスワクチン
定期予防接種を実施

４億5,149万円

財源区分：補助 国（定額）～定期予防接種事業～

継

〇 65歳以上の高齢者

対象者（予防接種法施行令第３条に基づく）

〇 60歳以上65歳未満で、心臓、腎臓若しくは
呼吸器の機能の障害又はヒト免疫不全ウイ
ルスによる免疫の機能の障害を有する方 【ワクチン接種の様子】

接種期間

〇 2024年10月１日（火）～ 2025年１月31日（金）

人への投資

（保健・感染症課）

自己負担額

〇 2,100円
（対象者のうち生活保護受給者の方は無料）

接種方法

〇 接種希望者が、ワクチン接種
実施医療機関に直接予約し、
接種期間内に接種

⇒ 詳細は広報こおりやま、
Facebook・LINE等で周知

補正事由

〇 国のワクチン接種費用見直し
当初：7,000円 ⇒ 変更後：15,300円

当初予算 補正予算 総額

３億4,033万円 ４億5,149万円 ７億5,582万円

※ 2024年度は国が１人あたり8,300円を自治体に助成
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郡山公会堂 100年前の電燈を復元

～公会堂改修事業～

（中央公民館）

（施工前）

市制施行100周年の節目に郡山公会堂建設当時の電燈を復元し、本市のシンボルに新た
な100年の光を灯すことにより、歴史と文化を活かした地域づくりやシビックプライドの
醸成、観光資源としての魅力向上を図ります。

719万円

財源区分：その他

11

新

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

令和６（2024）年度 令和７（2025）年度

契約 電燈製作（納期約８か月） 取付工事

◎点灯式
（９/１）

未来へ向けた環境整備

サイズ：横60×奥行60×高さ120cm程度
色 ：青銅色

クラウドファンディングを実施予定

当時の設計図、仕様書、写真をもとに
専門家からのアドバイスを受け復元

復元方法

仕 様

財源確保策

【経緯】
1924年に竣工した郡山公会堂の正面入口に設置された電燈は、
1941年の金属回収令により供出したと推定される。
建設当時の電燈の設計図等は残されていたが、本年６月に市民
から形状が確認できる古写真の提供があったため、復元が可能と
なった。

【当時の電燈】【現在の公会堂】

復元設置箇所

誰もが投票しやすい環境づくり
～市長選挙費～

新

（選挙管理委員会事務局）

13万円

財源区分：単独

（施工後）

12

障がいを持つ方へ選挙に関するきめ細かな情報発信を行います。また、投票所において
誰もが不安や不便を感じることなく投票できる環境の充実を図ります。

現在の主な取組

市ウェブサイト（音声読み上げ機能対応） 点字広報こおりやま

（投票所の）スロープ、点字器の配置 代理投票、点字投票制度

新たに実施する取組

音声コード付きハガキ 耳マーク コミュニケーションボード

投票日時、投票所での点字投票や代理投票の方法、
期日前投票(投票所･投票時間)などの案内

音声コード

耳の不自由な方に対する
配慮を表すマーク

【出典：（一社）全日本難聴者
・中途失聴者団体連合会】

絵や文字を指さしして使用す
るコミュニケーションツール

【例：宮崎市】

（ゼロ予算） （ゼロ予算）

未来へ向けた環境整備



◇地元住民等への啓発グッズ等の作製 46万円

◇ラムサール条約登録地視察等 22万円

・山形県鶴岡市『大山上池・下池』（予定）

…鶴岡市自然学習交流館「ほとりあ」を設置

・新潟県阿賀野市『瓢湖』（予定）

…約５千羽の白鳥飛来地としてﾗｲﾌﾞｶﾒﾗ等で周知

猪苗代湖をラムサール条約登録へ

13（環境政策課・環境保全センター）

未来へ向けた環境整備

2024年９～12月 2025年１～３月 2025年４～６月 2025年７月

内
容

●ラムサール条約：「特に水鳥の生息地として国際的に重要な湿地に関する条約」

●条約の３つの柱：①保全・再生 ②賢明な利用（ワイズユース） ③交流・学習

COP15 第15回締約国会議
（ｼﾞﾝﾊﾞﾌﾞｴ共和国）RIS作成 環境省へRIS提出

ﾗﾑｻｰﾙ条約事務局へ
RIS提出

登録自治体・環境省 事務打合せ

市民・関係団体へ啓発活動

◇登録に必要なRIS作成の委託費用を
郡山市、会津若松市、猪苗代町、
福島県で均等負担
◇RIS作成委託負担金：60万円

（240万円/４自治体）
◇主な項目：湿地基準と重要性、

地図（ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｰﾀ）等

【2024年５月31日「猪苗代湖環境保全
推進連絡会」で条約登録を目指す
ことで一致（福島県は特別委員）】

【鬼沼からの猪苗代湖と磐梯山】

128万円

財源区分：単独～地球温暖化対策事業・猪苗代湖環境保全事業～

猪苗代湖の環境保護や湿地保全のため、登録に向けたRIS※（ラムサール条約湿地情報
票）の作成や地元住民等への更なる理解促進を図ります。

新

※RIS…Ramsar Information Sheet

猪苗代湖を世界へ 守り続けたい その思いを次世代へ

気候変動の影響に伴う高温障害による米不足、
輸送コストＵＰ、外食インバウンド需要増等

⇒ 新規買付先模索

（園芸畜産振興課・観光政策課・総合交通政策課）

沖縄県の現状 イオン㈱・ＪＡ福島さくらと連携した事業展開

「郡山市とイオン株式会社
との地域貢献協定」
（2015.３.24締結）

《事業内容》
◆販促活動
・日程：2025年１月中旬予定
・場所：イオン那覇店
・内容：店頭での販売促進

◆店頭販売
・販売場所：沖縄県内48店舗
・試用期間：2025年１月から約４ヶ月間

《同時開催》
・観光物産ＰＲ・販売（観光政策課）
・メディアキャラバン
（地元ＴＶ、ラジオ、新聞等８社）

◆ あさか舞販売量伸び悩み（震災前比 81％）
◆「郡山市産米の消費拡大の推進に関する条例」
(2022.12.１施行)
⇒市の役割明確化、販路拡大への取組が求められている

郡山市の現状

2024/8/6 農林部園芸畜産振興課

「あさか舞」を沖縄へ
イオン株式会社と連携

214万円

財源区分：単独～郡山産農産物等販売促進事業～

新

未来へ向けた環境整備

14

「郡山市産米の消費拡大の推進に関する条例」に基づき、震災後販路が途絶えていた沖縄
県を対象に「イオン未来共創プログラム」を活用し、販促活動を行います。
また、観光ＰＲを実施し、観光誘客と福島空港の利用促進を図ります。

「イオン未来共創プログラム」
を活用して課題解決



中学校給食センターを
ＰＦＩ手法により新設

6,941万円

財源区分：単独～中学校給食センター改修費～

老朽化した２つの給食センターを集約し、ＰＦＩ手法により新しい給食センターを
建設するための事業者募集準備や進入路設計等を行います。

15（学校管理課）

新

●既存施設の老朽化 ●衛生管理基準への対応
●生徒数減少への対応 ●市公共施設の総量縮減
●経済的・効率的な施設づくりが必要
●カーボンニュートラルの実現、災害対応力向上

事業概要

課題解決

市有地を活用し、集約化・新設(ＰＦＩ)
ＡＧＣ郡山カルチャーパーク 第３～５駐車場及び未利用地

※市ＧＩＳ航空写真を一部加工して最新の状態にしています。

建
設
予
定
地

●アドバイザリー業務 4,958万円
(うち令和７ (2025)年度～令和10 (2028)年度債務負担行為：3,789万円)

・PFI事業実施支援に係るｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ会社等への委託料
●ＰＦＩ事業者選定審議会 26万円
・PFI事業者選定審議会の運営に要する経費
●用地測量 395万円
・新給食センター用地の測量委託料
●進入路測量・設計 【繰越明許：全額】1,562万円
・新給食センター進入路整備に係る測量・設計委託料

現状の課題
令和６年度
（2024）

令和７年度
（2025）

令和８年度
(2026)

令和９年度
(2027)

令和10年度
(2028)

公募準備 公募選定 設計・建設
給食
提供
開始

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞﾘｰ業務 ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ業務

用地測量・
進入路設計

進入路等整備

スケジュール(予定)

(債務負担行為を含む)

ＡＧＣ郡山
カルチャーパーク

郡山市
総合地方卸売市場

進
入
路
整
備

未来へ向けた環境整備
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２億8,750万円

～道路維持管理費等～

拡

（道路維持課）

財源区分：単独・市債

安全で円滑な道路環境の整備・改善

（施工前）

道路の安全対策・改善を図るため、自動車の技術開発や気候変動などの環境の変化も踏
まえ、舗装修繕や側溝改修等の道路環境整備を継続的に実施します。

（施工後）【路面水溜り解消工事】

気候変動への対応（ゲリラ豪雨等による道路の冠水対策）

◆補正予算による切れ目のない対応
（補正予算内訳）

◆継続的な環境整備への対応
・道路巡回の実施
・緊急性が高い路線への迅速な対応

◆環境変化への対応・改善点
・気候変動への対応
・区画線補修による自動車技術開発
（車線逸脱防止支援等）への対応
・応急復旧から予防保全型への変換

内 容 補正額

・道路構造物補修工事
・道路巡回・応急復旧
業務等

1億9,250万円

・幹線道路の予防
保全型修繕工事

9,500万円

未来へ向けた環境整備

【舗装修繕工事】 （施工前） （施工後）

安全性・走行性の向上（路面舗装・区画線補修）



（１）会計別補正予算
２ 補正予算案の詳細

（単位：千円・％）
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会 計 名
令和６年度 前年度９月

対前年度
９月

補正前の額 補正額 補正後の額 現計予算額 増減率

一 般 会 計 141,532,159 7,599,032 149,131,191 148,155,763 0.7

特 別 会 計 104,778,164 1,267,041 106,045,205 105,980,247 0.1

う
ち

国民健康保険 28,704,888 12,562 28,717,450 29,213,067 ▲1.7

後期高齢者医療 4,181,173 8,844 4,190,017 3,884,267 7.9

介 護 保 険 27,672,726 867,850 28,540,576 29,174,221 ▲2.2

合 計 246,310,323 8,866,073 255,176,396 254,136,010 0.4

（２）性質別補正予算（一般会計）
（単位：千円・％）
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区 分
令和６年度 前年度９月 対前年度

９月
増減率

補正前の額 補正額 補正後の額 構成率
現 計
予算額

構成率

義務的経費 61,888,801 1,261,157 63,149,958 42.3 59,214,669 40.0 6.6

人件費 20,010,416 162 20,010,578 13.4 19,061,655 12.9 5.0

扶助費 33,998,984 1,260,995 35,259,979 23.6 32,159,255 21.7 9.6

公債費 7,879,401 0 7,879,401 5.3 7,993,759 5.4 ▲1.4

投資的経費 19,018,383 121,624 19,140,007 12.7 20,558,289 13.8 ▲6.9

補助事業 9,163,214 4,407 9,167,621 6.1 12,644,868 8.5 ▲27.5

単独事業 9,638,604 117,217 9,755,821 6.5 7,591,156 5.1 28.5

災害復旧事業費 216,565 0 216,565 0.1 322,265 0.2 ▲32.8

その他の経費 60,624,975 6,216,251 66,841,226 45.0 68,382,805 46.2 ▲2.3

う
ち

維持補修費 2,166,912 224,025 2,390,937 1.6 2,376,012 1.6 0.6

予 備 費 305,067 3,580 308,647 0.2 400,532 0.3 ▲22.9

合 計 141,532,159 7,599,032 149,131,191 100.0 148,155,763 100.0 0.7



３ 提出議案一覧

① 予算議案 17件

② 条例議案 ５件
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議案番号 件 名 ・ 概 要

第110号
～第126号

令和６年度郡山市一般会計補正予算（第３号）ほか16会計補正予算（財政課）

一般会計、国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険、熱海温泉、母子父子寡婦、９財産区
水道、下水道

議案番号 件 名 ・ 概 要 施行期日等

第127号 郡山市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例（人事課） 公布の日
（令和６年１月１
日適用）災害応急作業等従事職員の手当について、その支給範囲及び支給額を定めると

ともに、規定を整備する。

第128号 郡山市放課後児童クラブ条例の一部を改正する条例（こども総務企画課） 令和７年４月１日

放課後児童クラブの増設に伴い、所要の改正を行う。

第129号 郡山市保育所条例の一部を改正する条例（保育課） 公布の日

保育の利用の制限に係る規定の見直しに伴い、所要の改正を行う。

第130号 郡山市国民健康保険条例の一部を改正する条例（国民健康保険課） 令和６年12月２日

国民健康保険法の一部改正に伴い、所要の改正を行う。
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議案番号 件 名 ・ 概 要 施行期日等

第131号 郡山市地域包括支援センターの人員及び運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例（地域包括ケア推進課）

公布の日

介護保険法施行規則の一部改正に伴い、地域包括支援センターにおける職員
配置の柔軟化に係る所要の改正を行う。

③ その他の議案 ６件

議案番号 件 名 ・ 概 要 施行期日等

第132号 工事請負契約について（契約検査課）

ため池防災・減災事業対策工事（上の池（上））

第133号 工事請負契約の変更について（契約検査課）

東部幹線（富久山）橋梁上部工整備工事

第134号 財産の取得について（契約検査課）

水中ポンプ 28台

第135号 郡山市放課後児童クラブの指定管理者に管理を行わせる施設の変更について
（こども総務企画課）

令和７年４月１日

放課後児童クラブの増設に伴い、指定管理者に管理を行わせる施設を追加
する。

第136号 福島県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について(国民健康保険課） 令和６年12月２日

マイナンバー法等の一部改正法の施行に伴い、福島県後期高齢者医療広域
連合規約の変更することについて議会の議決を求める。
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議案番号 件 名 ・ 概 要 施行期日等

第137号 専決処分の承認を求めることについて

専決第21号 和解及び損害賠償の額を定めることについて（総合地方卸売市場
管理事務所）

令和６年７月29日

令和６年３月18日発生 郡山市総合地方卸売市場管理関連店舗
棟ロータリー 木製バリケードによる車両損傷事故

④ 専決処分報告案 ２件

議案番号 件 名 ・ 概 要 施行期日等

報告第14号専決処分事項の報告について

専決第20号 和解及び損害賠償の額を定めることについて（防災危機管理課） 令和６年７月８日

令和６年５月30日発生 富久山町久保田字古坦地内 消防ポンプ
自動車による物損事故

専決第22号 和解及び損害賠償の額を定めることについて（総合交通政策課） 令和６年７月29日

令和６年３月27日発生 郡山富田駅自転車等駐車場 自転車損傷
事故


